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●人口／152,651人（男／75,502人　女／77,149人）　●世帯数／75,929世帯　●面積／16.86km2（令和8年7月1日現在）
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8時30分～17時15分

北沢楽天と漫画文化
～楽天生誕150周年記念～

問合せ さいたまコールセンター（8時～21時）　Ｔ835・3156　Ｆ827・8656

　住民異動・戸籍・国民健康保険・国民年金等の届出や各種証明書の交付など、
区役所の一部業務を取り扱います。

「海と山の誘惑」原画（『時事漫画』273号　大正15（1926）年7月18日発行）

海と山の誘惑
　北沢楽天は、市井の人の日常の暮らしを題
材とすることも多く、夏休みを前にした学生
の姿を描いた本作品もその一つです。
　「北沢楽天画集 近代漫画の創始者」（番町書
房、1971年刊）では、「暑い夏がきた。長い夏
休みこそ勉強するのによい期間なのに、学生
は海や山の誘惑にそわそわして落着いて勉強
もできない。」と解説しています。
　楽天が作品に描く人物は、風刺の中にもど
こか微笑ましい愛嬌があって、作中の表情に
もそれが伺えます。
　夏のレジャーを思い描いて浮かれる学生の
様子は、楽天が描いた当時も今もそれ程変わ
りはないのかもしれません。

　北区には、地域の貴重な財産となっている「漫画」があります。
日本で最初の職業漫画家と呼ばれる北沢楽天は、晩年を北区盆
栽町で過ごしました。
　「市報さいたま」北区版では、令和8（2026）年に迎えた楽天の生
誕150周年を記念して「北沢楽天と漫画文化」と題して、楽天の作
品を紹介しています。


